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ピング特性簡易尺度（Brief Scales for Coping Profile：以下BSCP）である。母親の属性と育児ストレス、
コーピング特性との関連を明らかにするために、母集団を属性（年齢、職業、既往歴、妊娠中の治療歴、夫
以外の育児協力者の有無等）の項目ごとに2群に分け、各群のPSI得点およびBSCP得点のｔ検定を行っ
た。また、母親の育児ストレスとコーピング特性の関連を明らかにするために、PSI得点と BSCP得点の
相関係数を算出した。 
【結果】 
質問紙を配布した 408名のうち、質問項目の記載漏れ等のない 276名を有効回答とした。PSI得点は、
専業主婦、年齢が35歳以上、既往歴・妊娠中の治療歴がある母親の得点が、対照群に比べ有意に高かった。
夫以外の育児協力者がいる母親は、BSCP得点の下位尺度「解決のための相談」が対照群に比べ有意に高か
った。PSI得点とBSCP得点の相関係数を算出した結果、BSCP得点の下位尺度「解決のための相談」、「気
分転換」に負の相関があり、「他者を巻き込んだ情動発散」、「回避と抑制」に正の相関がみられた。 
【考察】 
PSI得点の結果から、母親の職業の有無、年齢、既往歴・治療歴に注意し、育児不安や育児ストレスの軽
減に対する援助を行う必要性が示唆された。PSI得点とBSCP得点の負の相関関係の結果から、母親が「解
決のための相談」や「気分転換」を用いることは、育児ストレスの軽減につながる傾向にあると考えられた。
正の相関関係の結果から「他者を巻き込んだ情動発散」、「回避と抑制」を多く用いる母親ほど、育児ストレ
スが高い傾向にあることが考えられる。また、母親のコーピング特性に育児への思いや夫との関係、親とし
ての自信などが関連していることも示され、児や夫への思いの把握や、母親が育児への自信を得られるよう
に援助することの重要性が示唆された。 
 
